
172 岩医大歯誌　10：172－176，1985

老化促進モデルマウス（SAM－P／2）舌の

　　　　組織構成の逐齢的変化について

　　　　　佐藤　方信　　佐島三重子

　　　　　板垣　光信　　鈴木　鍾美

岩手医科大学歯学部口腔病理学講座＊（主任：鈴木鍾美教授）

　　　　　　　〔受付二1985年9月19日〕

　抄録：加齢にともなう舌の組織構成の変化を解明することを目的に老化促進モデルマウス（SAM－P／2：2，

6，12か月齢）の舌を組織学的に検索し，併せてSAM－R／2およびddY系マウスのそれらと比較検討した。

舌の前，中，後部の3か所より前額断として組織を切り出し，通常の方法で作成したヘマトキシリン・エオジ

ン染色標本について点計測法により組織構成々分の分布を検索し，それらの割合を求めた。

　SAM－P／2とSAM－R／2およびddY系マウスとの間に舌の組織構成々分の量的変動に関して逐齢的な観点

から大差はみられなかった。舌の筋組織の割合はSAMT／2，　SAM－R／2およびddY系マウスの全ての月齢に

おいて最も高く，線維性組織の割合がこれに次いでいた。脂肪組織は検索したいずれの動物種においても認め

られないか，認められてもごくわずかの量であった。SAM－P／2，　SAM－R／2およびddY系マウス舌の組織構

成々分の逐齢的変化では筋組織と線維性結合組織の割合の変動が主体であり，この様相は舌前部においてより

顕著であった。

Key　words：percent　distribution，　histologica　constituents，　SAM－P／2，　tongue

緒 言

　舌は多くの臓器、器官のなかで外界から容易

に観察できるものの一つであり，種々の内科的

疾患に際しても変化がみられる1－5）ことから内

臓疾患の鏡などともよばれてきた。解剖学的に

舌は筋組織が重層扁平上皮細胞で被覆された比

較的単純な組織構成よりなるが，これまでこれ

についての研究は粘膜上皮に関するものが主体

で，その組織構成々分の変動に関するものは少

ない6’7）。また，これまで種々の臓器，器官にお

いてその組織構成々分の加齢にともなう変動に

ついての検討もすすめられてきた6－8）が，口腔領

域のそれについてはいまだ充分な成績がえられ

ていない。そこで著者らは近交系マウスで遺伝

性老化促進とアミロイドーシスの疾患モデルと

して近年脚光をあびているSenescence　accele一

rated　mouse－Prone／2（SAM－P／2）の舌につい

て組織構成々分の逐齢的変動を検索してきた。

今回はこれまで加齢との関連から論じられてき

た6一札12｝組織構成々分のうち，特に脂肪組織，線

維性結合組織および筋組織の逐齢的推移を検討

したのでその結果を報告する。

材　料・方　法

　材料はSenescence　accelerated　mouse－Pro－

ne／2（SAM－P／2）の2か月齢を9匹，6か月齢

を10匹，12か月齢を9匹用いた。対照群として

Senescence　accelerated　mouse－Resistant／2

（SAM－R／2）の2か月齢を3匹，6か月齢を3

匹，12か月齢を4匹とddY系の3か月齢を2

匹，7か月齢を4匹，12か月齢を2匹用いた。

　全ての動物はエーテル麻酔下にて屠殺し，摘

出した舌は10％リン酸緩衝ホルマリンで固定し
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た。そして舌の前部，中央部，後部の3か所か

ら前額断で組織を切り出し，通常の方法で4μ

のパラフィン切片とした。ヘマトキシリン・エ

オジン染色された切片はMuddら9｝が唾液腺に

ついて行なったと同様の点計測法によって舌粘

膜上皮を除いた部分の組織構成にっいて検索

し，各部位における筋組織，線維性結合組織，

脂肪組織，その他（神経，血管など）の割合（天±

S．D．）を求めて集計した。

成 績

　舌を構成する組織成分のなかで筋組織が他の

成分に比していずれの部位においても最も高い
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割合を占めていた（Fig．1）。　SAM－P／2の舌に

っいて筋組織の割合をみると前部では2か月齢

では69．6±7．3％で，6か月齢では最も高く79．0

±5．2％であり，12か月齢で76．3±3．9％であっ

た。舌中央部では2か月齢で83．2±4．0％，6か

月齢で87．7±2．7％，12か月齢で88．3±3．6％と，

加齢とともにわずかに増加していた。舌後部は

2か月齢で89．0±3．4％，6か月齢で89．9±2．2

％，12か月齢で89．2±3．3％となっていた。すな

わち，SAM－P／2では2か月齢の舌の前部およ

び中央部において筋組織の割合が他の月齢のそ

れに比してやや低かった。また，これをSAM

－R／2およびddY系の舌における筋組織の割合

と比較したが，いずれの月齢についても顕著な

相違はみられなかった。

　線維性結合組織の占める割合をSAM－P／2

の舌でみると（Fig．2），前部では2か月齢で22．8

±7．1％と最も高く，6か月齢で14．5±4．0％と

減少し，12か月齢では17．8±4．1％と再び高く

なっていた。中央部および後部においても2か

月齢において線維性結合組織の占める割合はそ

れぞれ10．4±5．3％，6．0±2．7％と最も高く，そ

れぞれ6か月齢では6．6±2．6％および3．3±

1．5％，12か月齢では7．1±3．3％および3．6±1．7

％であった。すなわち線維性結合組織の割合は

いずれの部位においてもその2か月齢で最も高

く，特に舌前部においてその値は最も高かった。

SAM－P／2の舌における線維性結合組織の割合

をSAM－R／2およびddY系のそれと加齢的観

点より比較しても大きな相違はみられなかっ

た。

　脂肪組織の占める割合をSAM－P／2の舌で

みると（Fig．3），前部では2か月齢および6か

月齢でみられず，12か月齢でわずか0．1±0．3％

の割合で認められた。中央部においても2か月

齢では観察されず，6か月齢で0．5±0．7％，12か

月齢で0．1±0．2％とごくわずかの割合でしか

認められなかった。後部では2か月齢で1．5±

1．4％，6か月齢で3．7±1．8％，12か月齢で3．3±

2．5％であった。すなわちSAM－P／2の舌にお

ける脂肪組織は特に後部において認められ，加
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齢とともにごくわずかに増していた。そして

SAM－P／2の舌における脂肪組織の割合を

ddYおよびSAM－R／2系のそれと加齢的観点

から比較してみても，これらの間に顕著な相違

はみられなかった。

　また，その他の組織構成々分（神経および血

管など）は前部では2か月齢で7．6±1．7％，6

か月齢で6．5±2．1％，12か月齢で5．8±1．3％，

中央部ではそれぞれ6．4±1．9％，5．2±1．2％，

4．5±1．2％であり，後部ではそれぞれ3．5±1．

4％，3．1±1．3％，3．9±0．9％であった。

考 察

　舌は筋組織が重層扁平上皮細胞に被覆された

比較的単純な組織構築からなり，多くの全身性

疾患に際しても変化を現わす’－3）ことから，これ

まで種々の分野で舌についての研究が進められ

てきたが，その多くは粘膜の変化に関するもの

である。また，舌の加齢的観点からの検索も行

なわれてきたが，これらも粘膜上皮の変化に関

するものが主である1η。最近，佐藤ら6｝は人剖検

例の舌における組織構成々分の変動について検

索し，加齢とともに脂肪組織の割合は増し，線
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維性結合組織の割合は減少する傾向がみられた

と報告している。また，Staudtら1°）も人舌にお

ける脂肪組織の分布状態を検索し，加齢にとも

なって男性例ではいずれの部位でもこれが増加

し，女性では舌前部を除いた他の部位でこれが

増加していたと報告している。健康人の脂肪量

について検索したNovakl1）の成績によれば，脂

肪量は男女ともに加齢にともなって増加するほ

か，これまでいくつかの臓器組織でも脂肪組織

量は加齢にともなって増加すると報告されてい

る12’13）。しかしながら，井上8）は在ハワイおよび

在日日本人の膵について脂肪組織を検索し，在

日日本人では逐齢的にこれが漸増していたと報

告し，これは個体差が大きく，純粋な加齢的変

化とみるより小規模な膵腺組織の病的消失後に

補空的に侵入したものと考えている。著者らの

今回のマウス舌における組織構成々分の検索で

は脂肪組織のしめる割合はいずれの月齢におい

てもきわめて低いほか，これを全く認めない舌

もみられた。従って，マウス舌における脂肪組

織量は本来わずかであり，この量が逐齢的な観

点から大きく変動することはないものと考えら

れた。

　間質結合組織は逐齢的に増加するという者も

あるが，これを否定する者も少なくない7）。人の

舌で線維性結合組織を検索した佐藤ら6）は加齢

とともにこれが減少する傾向があったと述べて

いる。著者らの今回めSAM－P／2の舌について

の検索では線維性結合組織め割合は2か月齢で

最も高く，その後は減少していた。また，線維

性結合組織の割合はいずれの月齢群においても

舌前部で最も高かった。樋口ら14）は老化促進マ

ウス（SAM）の腹部皮膚コラーゲン量は出生後

急速に増加した後，加齢にともない減少するこ

とを報告し，これは皮膚中の肥満細胞数に相関

することを発表している。舌における肥満細胞

は舌前部に多く分布し15’16），我々の今回の検索

において舌前部の線維性結合組織の割合が他の
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部位に比して大であったということから，舌に

おいても肥満細胞と間質結合組織の変動との関

連を否定できないものと考えた。また，田内7）は

加齢にともなって子宮壁，腎髄質，心筋，下垂

体，甲状腺，副腎などでは間質結合組織（ほと

んど膠原線維）の増加が認められたと報告し，

組織学的レベルの膠原線維の増加ないし線維化

は本質的な老性変化というよりも長い生活史の

間に経験された病的現象にもとずく二次的な変

化と考えている。しかし，舌は外界からも容易

に物理的，化学的刺激をうけるにもかかわらず，

加齢にともなって線維性組織の増加はみられな

かった。従って舌における線維性結合組織の割

合の変動を加齢的あるいは病的現象と関連づけ

て論ずるにあたっては慎重でなければならない

と考えた。

結 論

　老化促進モデルマウス（SAM－P／2）舌の組織

構成々分の割合を組織学的に検索し，SAM－R／

2およびddY系のそれらと比較検討したとこ

ろ次の結論をえた。

1．SAM－P／2とSAM－R／2およびddY系マ

ウスとの間に舌の組織構成々分の量的変動に関

して逐齢的観点から大差はみられなかった。

2．舌の筋組織の割合はSAM－P／2，　SAM－R／

2およびddY系マウスの全ての月齢において

最も高く，線維性結合組織の割合がこれに次い

でいた。脂肪組織は検索したいずれの動物種に

おいても認められないか，認められてもごくわ

ずかの量であった。

3．SAM－P／2，　SAM－R／2およびddY系マウ

ス舌の組織構成々分の逐齢的変化では筋組織と

線維性組織の割合の変動が主体であり，この様

相は舌前部においてより顕著であった。

　SAMについて検索の機会を与えられた竹田

俊男教授（京大胸部研病理）に感謝します。
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　Abstract：In　order　to　clarify　the　alteration　of　per㏄nt　distribution　of　histological　constituents　of　the

tongue　upon　the　aging　process，　a　study　was　made　on　the　tongues　from　senescence　accelerated　mouse

－prone／2（SAM－P／2）．　Senescence　accelarated　mouse－resistant／2（SAM－R／2）and　ddY　strain　mice　were
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

used　as　control　material．　The　tissues　from　three　sites　of　each　tongue　were　examined　under　light

microscopy　and　the　distributions　of　ti民ue　con就ituents　were　detemined　using　a　point　counting　medlod．

L　、No　remarkable　differe㏄e　in　compa亘sons　between　SAM－P／2　and　the　control　materials　upon　aging

process　was　revealed．　The　percent　distribution　of　the　muscular　constiuent　was　the　greatest　in　all　the

sites　of　every　age　group．　And　that　of　the　fibrous　constituent　was　higher　in　all　three　sites　of　the　two

－ months　of　age　groups，　but　esp㏄ially　in　the　anterior　sites，　that　was　the　highest　and　varied　widely　from

case　to　case．　A　Iittle　adipose　tissue　could　be　found　in　the　posterior　site　of　all　mice　strains，　whereas　none

or　only　very　little　adipose　tissue　was　noted　in　the　anterior　and　middle　sites．　The　authors　conclude　that

the　main　senile　alteration　of　the　histological　constituent　on　the　tongue　of　the　mouse　is　in　that　of　muscular

and　fibrous　constituents，　and　no　alteration　of　the　adipose　constituent　is　noted　in　the　tongue　related　to

aging．
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